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竺Jンの奥さん
く年金Q&A)

「私は第 3号被保険者の届け出をしましたが年

金手帳はどうな ったでしょうか?J r夫の給料か

らい くら引かれているのでしょうか ?Jなどと、昨

年 4月から発足した第 3号被保険者に関する質問

がた くさん寄せられています。

そこで、ここでは質問の主なものを取り上げて

みました。

(質問 1) 私の夫はサラリーマ ンで厚生年金に

加入中です。私は商!苫を営んでおり、夫の扶養 に

なっておりません。サラリーマ ンの妻は第 3号被

保険者の届けが必要 と開きましたが。

(答) サラリーマ ンの奥さんでも、あなたの

ように自営業などを営んでおり、夫の扶養になれ

ない方は第 3号被保険者に該当しません。あなた

の場合は、第 1号被保険者ですので届け出は必要

ありません。第 3号被保険者は次の方です。

①夫が厚生年金または共済組合に加入していて

②妻がその被扶養者とな っている人

(質問 2) 私は昨年、第 3号被保険者該当屈

を出しましたが、 今後どんな場合に届け出なけれ

ばなりませんか。

(答) 次のような場合は必ず国民年金係に届

けて くださし」

①夫が退職して厚生年金保険などを掛けなくな

ったとき

②あ なたが、 パートなどで働きに出て収入が多

くな り、夫の扶養家族でなくなったとき

③離婚や夫が死亡したとき

④ あなたが会社に就職して厚生年金などに加入

したとき

(質問 3) 私は第 3号被保険者になりました

が、保険料は夫の給料からヲ!かれると聞きましたO

税金の申告に使おうと思い給料の明細書を見まし

たが、前と変わ りません。いくら負担したのでし

ょうか。

(答) 第 3号被保険者の保険料は、厚生年金

や共済組合の全国的な組織から届け出数に応じて

国民年金制度に支払われます。ですから、ご主人

が直接負担することはありません。

(質問 4) 夫の厚生年金で保険料を支払うと

みなされる第 3号被保険者と自分自身で保険料を

支払う第 1号被保険者とでは、将来受け取る年金

額は違 って くるのでしょうか。

(答) 国民年金は、保険料を支払った月数で

年金額が計算されるので、被保険者の種類によっ

て額が違うことはありません。

(質問 5) 最近テレピで、 「あなたは年金手

帳をお持ちですか ?Jという放映がありました。

私は、第 3号被保険者の届け出をしましたが、手

中長はもら っていません。どうな ったのでしょうか。

(答) 第 3号被保険者の届け出は、昭和60年

11月から受け付けましたが、届け出が済んだ方に

は昨年夏ごろ社会保険庁からお手元にはがきが送

られました。このはがきで手続きが完了したもの

とご理解 ください。

国民年金手帳は、 今 まで国民年金に加入したこ

とのない方に発行しました。今まで加入していた

方の分は、お手元の年金手帳に第 3号被保険者に

なったことを書き加えれば済みますので、未記入

の方はお手数でも国民年金係の窓口まで、年金手

帳をお持ち ください。

(質問 6) 私は昭和12年 4月2日生まれです。

結婚は昭和35年で、夫はその時から摩往年金に加

入していますD国民年金は10年前から任意加入し、

昨年第 3号被保険者となる任意加入者現況屈を出

しました。今まで掛け続けてきた国民年金は新制

度に引き継がれるのでしょうか。

(答) 任意加入の納付済期間は第 3号被保険

者の加入期間に引き継がれ、あなたの年金額に計

算されます。あなたが、このまま60歳まで第 3号

被保険者として加入しますと老齢基礎年金の額は

下図のとおりです。

昭和12年 4月2日生まれのサラリーマンの

妻が国民年金に10年間任意加入

60歳

・カラ期間(15年)十納付年数(10年十11年)=36年
(25年以上で受給資格あり)
・老齢基礎年金額一

(10年+11年)x 12か月
622，800円× 36年X12か月

=363，300円(65歳より)

※36年とは、生年月日によって決ま っている、国
民年金への加入可能年数です。
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れ}炉、ー新年金制度あれ

え広報う-ー第 978号

-任意加入できる人
新しい制度でも、任意加入できる人がいます。

それは、つぎのような方です。

① 日本国内に住所のある60歳以上65歳未満の人。

(厚生年金・共済組合加入者を除く)

②海外に在住している20歳以上65歳未満の日本人

③20歳以上60歳未満の学生

④被問者年金制度(厚生年金・共済年金など)の

老齢 〔選職)年金の受給権者

※60歳になって年金の受給資格に少し足りない方、

保険料未納期間などのある方は任意加入を。

繰り上(下)げ、時の支給率

・最初の支給率が変わらず続く

100% ーメ二::::￥:::::;:ζ，:.::::~千.'二

-繰り上げ支給
老齢基礎年金を受けられる年齢は、 65歳からで

すが、 60歳になれば65歳前でも一定の減額率はあ

るものの、希望する年齢で繰り上

げ支給を受けることができますP

ただし、 65歳前からの繰り上げ

支給を受けると次の制限がありま

す。

①65歳までの特別支給の老齢厚生

年金は支給停止。

②65歳まで遺族厚生年金は支給停

止。

③障害基礎年金は受けられません。

④寡婦年金は受けられませんO

-年金の支払時期

国
民
年
金
の
ご
相
談
は

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

告
(⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
4

有
線
②
0
7
1
1

前月分までの 3か月分8月， 11月5月，2月，

金

金

金

金

前月分までの3か月分9月， 11月6月，3月，
金

前月分までの 3か月分8月， 11月5月，2月，

老

障

遺

寡

従来の
老齢

従来の
通算老齢年

従来の障害・母子・
準母子・遺児・寡婦年金

齢基礎年

害基礎年

族基礎年

婦年

年

金

前月分までの 3か月分

老 前月分までの 4か月分
(12月は請求により11月に支払われます)

9月， 12月

8月， 12月，

6月，3月，

4月，金年祉齢福
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市
民
ス
キ

l
大
会
が
二
月
十
五
日
、
菅
平
ス
キ

ー
場
の
ダ
ボ
ス
ゲ
レ
ン
デ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
五
歳
か
ら
五
十
八
歳
ま
で
の
約
百
五
十
人

は
、
各
部
門
に
分
か
れ
て
回
転
競
技
に
挑
み
ま
し

た
。
急
斜
面
を
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
滑
る
人
も
あ
れ

ば
、
途
中
で
転
ん
だ
り
、
旗
門
を
不
通
過
し
て
失

格
す
る
な
ど
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
成
果
を
十
分

に
発
揮
で
き
な
い
人
も
い
て
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の

大
会
で
し
た
。

;欝

白熱のレース展開
二 市民スキー大会二

d

司
最
も
緊
張
す
る
ス
タ
ー
ト
前

企一刻も早 くゴールへ

北橿で、火災発生ノ

上田城のjd昼、火災が発生/ーの想定で、市教
育委員会と上小広域消防本部が2月19日、消火訓練

を実施しました。まず、火事 を発見した市立博物館

の職員が北櫓へ走り、櫓の下に設置しである 2つの

放水銃で放水を始めると同時に、消防本部からも消

防車がかけつけ、消火にあたりました。

精
神
衛
生
講
演
会

日
ご
ろ
、
患
者
さ
ん
の
こ
と
で
お

困
り
の
家
族
の
方
、
ど
う
ぞ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

三
月
二
十
六
日
側
・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
同
四
時
マ
と
ニ

ろ
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(三

階
和
室
)
マ
講
師
佐
久
総
合
病

院
精
神
神
経
科
医
長
・
神
間
芳
雄
さ

ん

マ

内

容

講

演

「患
者
さ
ん
が

回
復
す
る
た
め
に
家
族
は
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
」
マ
照
会

保
健
予
防
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2

n
y
A
U
 

県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

マ
募
集
団
地
城
、

青
木
団
地
(
各

一
戸
)

マ

家

賃

七

千

円

・

四

千

三
百
円
マ
申
し
込
み
三
月
十
一

日
側
ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所
建
築

課
(
包
⑧
1
2
6
0
内
線
3
0
4
)

へ
マ
抽
選
日

三
月
十
七
日

ω



だ 昭和62年3月1日一一一(6)ー

市
議
会
議
員
選
挙

え

立
候
補
手
続
き
の

広報う

説
明
会
を
開
催

選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

有
線
②
0
9
0
1

ーー第 978号

四
月
二
十
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
と
、
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、
選

挙
運
動
と
立
候
補
手
続
き
な
ど
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

出
席
で
き
る
人
は
、
立
候
補
予
定

者
ま
た
は
事
務
長
予
定
者
ほ
か
二
名

ま
で
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

一
人
の

立
候
補
予
定
者
で
出
席
で
き
る
人
は
、

三
名
以
内
で
す
。

-

と

き

三

月

二

十

三

日

側

・

午

い候・・前
ま補ぞと九
す届の二時
。のイ也ろか
言見 ら
明県市(
会議役時:
も会所間; だれが一番長くまわっているかな?一一
、iJ長六正 2月13日に東塩田保育園で行われ疋コマま
あ員階石笹 ;わし大会です。年少組から年長組までの園
わ選大~児だちが、 各クラスlこ分かれて順番にコマ
せ挙会 jをまわしましだ。まわりのみんなもよなが
ての音義 ;もちくらべ」とかけ声を一斉にかけ、楽
行立芸 ;しい雰囲気のもとに終わりまし定。

「
郵
便
投
票
」

が
で
き
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

若
手
帳
を
お
持
ち
の
人
で
、
障
害
の

打
度
が
単
独
で
次
に
該
当
す
る
人
、

あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
に
つ
い

て
県
知
事
が
書
面
で
証
明
し
た
人
は
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
が
で

き
ま
す
。

〈〉
身
体
障
害
者
手
帳
苛
持
者
で
、
子

帳
の
記
載
内
容
が
次
の
よ
う
な
人
。

O
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障

害
が
一

級
ま
た
は
二
級
の
人

O
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぽ
、
つ

こ
う
・
直
腸
の
障
害
が

一
級
ま
た

は
三
級
の
人

〈〉
戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
、
手
帳

の
記
載
内
容
が
次
の
よ
う
な
人
。

O
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
が
特
別
項

症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
の
人
。

O
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
害

が
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
人
以
上
に
該
当
す
る
人
で
、
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
申
請
を
し
、
そ
の

申
請
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
郵
便

投
票
(
在
宅
投
票
)
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
は
地
震

く
ら
し
の
科
学
講
座

商
工
課
岱
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
2

マ

と

き

三
月
十
九
日
附
・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
同
三
時

マ
と
こ
ろ
上
田
市
中
央
公
民
館

マ
講
師
気
象
庁
地
震
観
測
所
長
・

秋
山
泰
三
さ
ん

マ

演

題

地

震

の

知

識

と

心

が

ま

、ぇ
マ
入
マ
主

催場

無
料
例
長
野
県
科
学
振
興
会

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

高
工
課
商
工
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

応
募
資
格
:
・食
料
品
関
係
の
販
売
業

を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
人
。
①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
(
年
三
回
)。
②
過
去
に
計

量
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い

人。

職
務
内
容
・
・
・指
定
す
る
期
間
内
に
購

入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
:
・
十
二
名

応
募
期
限
・:
三
月
三
十
一

日

ω

謝
礼
・
:
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査

用
は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
・
・・
官
製
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
{
衣
疾
構
成
、
電
話
番
号
を

お
書
き
の
う
え
、

「〒

3
8
6

市

内
大
手

一
ー

一一

ーー

一
六

上

田

市
役
所
商
工
諜
商
工
振
興
係
」
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

管
理
課
庶
務
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
3

昭
和
六
十
二
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、

「
建
物
工
事
参
加
資

格
審
査
申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で

す。必要
書
類
・
・
・①
建
設
工
事
参
加
資
格

審
査
申
請
書
②
市
税
完
納
証
明

書

③

代
表
者
の
身
分
証
明
書

④
経
営
事
項
審
査
申
請
書
の
写
し

⑤
委
任
状
ま
た
は
社
内
規
則
⑥

建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証

明
書

(加
入
者
に
限
る
)

提
出
期
間
・
:
三
月
二
日
仰
か
ら
同
三

十

一
日

ωま
で

提
出
先
・
・
・管
理
課
庶
務
係
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第6回

寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

マ
と
き
三
月
二
十
三
日
側
・
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
同
四
時
マ
と
ニ
ろ

上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市
役
所

南
庁
舎
二
階

)

マ

対

象

寝

た

き

り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
マ
内
容

献
血
に
ご
協
力
を

Tご

山
側

M
も
で
き
ま
す

え

昨
年
四
月
か
ら
四

O
O
M
の
献
血

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
献
血
は
、
医
学
的
に
も
問
題
が
な

く
、
健
康
や
日
常
生
活
に
も
特
に
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
体
格
に

近
い
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
た
外

国
で
も
、

三

0
0
1
五
O
O
M
の
献

血
が
安
全
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
別

表
を
参
考
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

一(7)一一一昭平日62年3月1日 広報う

講
演

1
「寝
た
ち
は
ず
人
の
リ
ハ

一

ビ
リ
と
介
護
者
の
健
康
」
、
講
師
は
、

信
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
教

授
の
伊
藤
直
栄
さ
ん
マ
そ
の
他

当
日
介
護
を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
る
人

が
い
な
い
場
合
は
、

三
月
十
六
日
側
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
マ
照
会

保
健
予
防
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2

9
0
 

/ 
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勤労青少年ホーム

教養講座

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
市
内

マ
四

O
O
M
献
血
者
に
は

酬
に
お
住
ま
い
か
市
内
の
事
業
所
に
勤

ω血
液
検
査
サ
ー
ビ

ス
(
十
四
項
目
)
糊
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
み
な
さ
ん
を

ω
「献
血
健
康
手
帳
」
の
配
付
(
二

制
対
象
に
、
次
の
と
お
り
教
養
講
座
を

月
か
ら
)
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

糊
開
講
し
ま
す
。
期
間
は
、
四
月
か
ら

な
お
、

二
O
O
M
献
血
者
に
も
血

糊
九
月
ま
で
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

液
検
査
サ
ー
ビ
ス
(
六
項
目
)
が
あ

脚
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
。

酬
・
申
込
期
間

三
月
九
日
側
か
ら
三

マ
献
血
場
所
血
液
セ
ン
タ
ー
上
国

間
月
二
十
八
日
出
ま
で
(
定
員
に
な
り

出
張
所
(
一
中
グ
ラ
ン
ド
前
)
。
他
の

醐
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

場
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保

脚
・
申
し
込
み
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

健
予
防
課
へ
お
問
い
合
わ
辻
を
。

糊

(
宮
⑫
7
1
1
7
)

へ
必
ず
来
館
の

マ
献
血
日
時
毎
月
第
三
木
曜
日
・

函
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

午
後

一
時
か
ら
同
三
時

ま

で

。

付

時

間

は

、

午

後

一
時
か
ら
同
九
時

マ
照
会
保
健
予
防
諜
包
⑫
4
1
0

ま
で
で
す
。

o内
線
2
8
8

一
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齢 重 隔間比重ift 

18 
男 男

女男と

400 
歳女と 台3、
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勤労青少年ホーム教養講座

曜日 講座名 l村 句コ会マー F疋-'-.貝cコ 費 用

料理教室 家庭料理 6か月 24人 受講料2，000円(半年)・材料費1，000円(1か月)

月 茶道教室 裏千家 6か月 12人 " 3，000円(半年)・ " 500円(1か月)
生け花教室 草月流 12人 " 1， 000円(1か月)・花代750円程度
料理教室 家庭料理 6か月 24人 " 2，000円(半年)・材料費1，000円(1か月)
茶道教室 江戸千家 6か月 12人 " 3，000円(半年)・ " 500円(1か月)火
生け花教室 古流崇顕流 12人 1， 000円(1か月)・花代750円程度" 
和裁教室 6か月 10人 " 1， 500円(1か月)
料理教室 家庭料理 6か月 24人 " 2，000円(半年)・材料費1，000円(1か月)

水 着付教室 4月-6月 12回 12人 " 2，000円(12回)・テキスト代400円
生け花教室 草月流 12人 " 1， 000円(1か月)・花代750円程度
着 付教室 4月-6月 12回 12人 " 2，000円(12回)・テキス卜代400円

木 書 道教室 6か月 20人 " 1， 500円(半年)・材料費500円(1か月)
生け花教室 草月流 12人 " 1， 000円(1か月)・花代750円程度
生け花教室 池ノ坊 12人 " 1，000円(1か月)・花代750円程度i[ 
手編教室 6か月 10人 1， 500円(1か月)" 
※時間は、料理教室が午後6時から8時まで。生け花教室は、午後6時30分から7時30分
まで。その他は、午後6時30分から8時30分まで。
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廃皇
車重
手名の
i昭義
ぎ事

は壷
言の

「廃
車
の
手
続
き
を
依
頼
し
た
の

に
・
:
」
「
知
人
に
車
を
譲
っ
た
の
に

:
」
「
以
前
の
車
を
下
取
り
に
出
し

た
の
に
・
:
」

|
|
い
ま
だ
自
動
車
の

納
税
通
知
書
な
ど
が
く
る
と
い
う
問

い
合
わ
せ
や
苦
情
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
廃
車
や
名
儀
、
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
長
野
陸
運

支
局
で
正
規
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

一
中
部
電
力

さ
い
。
な
お
、
他
県
か
ら
転
入
し
た
一

一料
理
教
室
を
聞
き
ま
す

場
合
に
も
同
様
、
所
定
の
子
続
き
を

一

し
て
当
県
(
長
野
、
松
本
)
ナ
ン
パ

一
マ
定

l
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

一
マ
会

・
照
会
は
運
輸
省
長
野
陸
運
支
局
一

登
録
課
(
包

0
2
6
2
⑬
5
3
5
5
)
一
表
-
程日

一
室
一
教
-
理
一
料

八四七六五九六七六七
一三五九八 O 九四六四

保
坂
志
づ
よ
さ
ん

川

上

勲

さ

ん

春
原
い
ま
さ
ん

箱
山
良
雄
さ
ん

斉
藤
ミ
ツ
ジ
さ
ん

小
林
い
き
ゑ
さ
ん

岡

田

清

さ

ん

児
平
う
た
さ
ん

宮
原
は
な
川
さ
ん

升

井

清

さ

ん

金
津
富
雄
さ
ん

宮
川
て
っ
さ
ん

浅
田
武
雄
さ
ん

大
口

エ
ツ
ー
さ
ん

成
津
線
太
郎
さ
ん

清
水
静
代
さ
ん

宮
下
孝
三
さ
ん

島
形
富
夫
さ
ん

小
津
志
げ
よ
さ
ん

え広報う

(
一
月
届
け
出
分

謹
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
c

一ー第 978号

柳
津
今
朝
美
さ
ん

漬
村
一は
る
美
さ
ん

堀
江
は
る
さ
ん

小
野
志
げ
子
さ
ん

中
島
ひ
き
さ
ん

手

塚

明

さ

ん

神
戸
仁
市
き
ん

柳
津
な
を
み
さ
ん

依
田
信
子
さ
ん

荒
井

一
郎
さ
ん

岩下漆染岩秋下中新城
τt 
p 

門堀戸屋門和堀田町北

山

口

染

屋

上
塩
尻

小
井
田

山

田

分

去

赤

坂

城

北
金

井

笹

所

鈴

子
西

脇

上
房
山

梅
が
丘

中
吉
田

浦

野
上

堀

新

屋
上
田
原

九五五八七七七八九 六八八七八八八八六八
六二九二八八九六三七五二八六七九 O 六 二

費員

各

コ
i
ス
二
十
四
名

一
回
四
百
円
程
度
(
材

料
代
と
し
て
)

マ
申
し
込
み
中
部
電
力
側
上
国
営
一

業
所
サ
ー
ビ
ス
課
(
宮
⑫
1
2
4
0
)。一

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

コ
A B 

ス

期
4/1 4/2 

閏
6/17 6/18 

曜
第 第
1 1 

日 3水si 3木si 
日 日

午削 午削

日寺 10日寺 10日寺

間 午後 午後
1 a寺 1 a寺

場
中部電力側

上国営業所

月庁
(婦人教室)

尾

崎

耕

さ

ん

上

青

木

北
村
尚
志
さ
ん
南
天
神
町

竹

本

繁

代

さ

ん

踏

入

山

岸

み

ね

さ

ん

川

辺

町

青
柳
千
代
次
さ
ん
新

屋

市
川
ツ
タ
エ
さ
ん
下
之
郷

堀
内
ま
ゆ
み
さ
ん
朝
日
ヶ
丘

竹

内

る

い

さ

ん

東

前

山

石

倉

イ

ト

さ

ん

松

尾

町

清

水

義

武

さ

ん

森

工

藤

武

雄

さ

ん

中

野

赤

岡

は

っ

さ

ん

伊

勢

山

小
林
の
ぶ
ゑ
さ
ん
丸
堀
町

大
塚
勘
之
助
さ
ん
南
天
神
町

上

野

ひ

き

川

さ

ん

半

過

山

崎

悦

さ

ん

山

口

中
山
み
つ
ゐ
さ
ん
上
塩
尻

宮
島
一
房
永
さ
ん
八
木
沢

東
山
さ
か
江
さ
ん

矢

沢

五九七六八八六九八七九五八五八七六八九
三二二六六九五三七 九 一 七一六四 0-0五

坂
井
太
賀
美
さ
ん
中
常
田

片

桐

鎌

次

さ

ん

十

人

藤
津
よ
し
本
さ
ん

川
辺
町

石

井

茂

人

さ

ん

保

野

藤

田

き

ん

さ

ん

新

田

増
田
ヨ
シ
エ
さ
ん
北
常
国

田

中

庄

英

さ

ん

八

木

沢

出

崎

政

種

さ

ん

中

野

佐
藤
根
一
吉
さ
ん
上
青
木

長

谷

川

忠

志

さ

ん

岩

下

竹

下

き

と

い

さ

ん

大

屋

松

永

利

男

さ

ん

本

町

神

津

輝

人

さ

ん

五

加

和

田

志

げ

さ

ん

上

小

島

水

野

ゐ

か

バ

さ

ん

神

畑

宮

原

海

さ

ん

染

屋

保
屋
野
す
す
の
さ
ん
保
野

林

け

さ

子

さ

ん

中

野

村

松

鈴

さ

ん

新

田

九六八七七九八七八 六五七七八八八八七六
三五七四 四 二二八三 三 七九七 O 三 O 四六七

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」

二
月
十
六
日
発

行
・
第
九
七
七
号
の
「
ご
寄
付
お
礼
」

中
に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

マ
六
ペ

ー
ジ
、
守

ふ
み
様
、
柳
原

巳
義
様
の
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ

「五
万

円
」
と
あ
る
の
を

「
五
十
万
円
」
に
。

「
松
本
た
ま
え
様
」
を
「
ス
ナ

ッ
ク

た
ま
様
」
に
。
マ
七
ペ

ー
ジ、

「古
田

島
キ
ヨ
子
様
」
を

「鳥
清
様
」
に。

竹
内
史
郎
さ
ん

藤
極
と
く
の
さ
ん

島
田

一
男
さ
ん

森

善

納

さ

ん

花
岡
友
夫
さ
ん

青
嶋
そ
め
じ
さ
ん

吉
津
サ
ミ
ジ
さ
ん

小
林
嘉
久
さ
ん

土
屋
三
郎
さ
ん

塩
津
好
英
さ
ん

宮
島
む
津
川
さ
ん

中
曽
根
美
代
子
さ
ん

掛
川
知
衛
さ
ん

永
井
L
Y
ら
よ
き
ん

田
村
俊
平
さ
ん

大
熊
万
造
さ
ん

山
崎
雅
巳
さ
ん

西
川
ふ
く
よ
さ
ん

山

田

七

八

分

去

七

O

鈴

子

六

一

金

剛

寺

六

O

上

常

田

八

二

神

畑

八

一

愛
宕
町

一
O
二

中

村

六

八

下

室

賀

八

八

五

加

七

六

小

牧

六
O

北
常
田

六
六

新

田

七

八

末

広

町

八

四

倉

升

八

一

長

島

七

四

上
常
田

二
二

中

組

七

五


